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～
「
議
会
だ
よ
り
」
で
知
る
町
と
大
学
と
の
関
係
～

　
「
議
会
だ
よ
り
」
第
２
０
０
号
発
刊
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
長
万
部
キ
ャ
ン
パ
ス
も
今
年
度
で
設
立
　
年
目
と

３３

な
り
、
昭
和
、
平
成
、
令
和
の
３
つ
の
時
代
に
渡
っ

て
全
寮
制
全
人
教
育
を
展
開
し
て
き
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
町
の
ご
支
援
、
ご
協
力

の
賜
物
で
す
。
し
か
し
、「
議
会
だ
よ
り
」
の
歴
史
は
、

長
万
部
キ
ャ
ン
パ
ス
よ
り
も
遥
か
に
長
く
、
継
続
の

力
を
見
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　
私
も
長
万
部
キ
ャ
ン
パ
ス
赴
任
以
来
　
年
間
「
議

１９

会
だ
よ
り
」
を
毎
号
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
が
、
本
学
に
か
か
わ
る
議
事
の
多
さ
に
驚
か
さ
れ

ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
読
む
た
び
に
、
本
学
と

町
と
の
関
係
性
の
深
さ
に
感
銘
を
受
け
る
一
方
で
、

心
引
き
締
ま
る
思
い
を
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
長
万
部
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
令
和
３
年
に
大
き
な
変

化
を
迎
え
ま
す
が
、
町
と
の
関
係
は
さ
ら
に
強
固
に

な
っ
て
い
き
、
第
３
０
０
号
記
念
特
集
号
に
も
、
未

来
の
教
養
部
長
が
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
る
と
思
い
ま
す
。

　
第
３
０
０
号
に
向
け
て
、
編
集
さ
れ
る
皆
様
が
、

一
層
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

東
京
理
科
大
学
基
礎
工
学
部

　
　
長
万
部
教
養
 
教
養
部
長

　
　
　
　
　
竹
内
　
謙
さ
ん

　
町
民
と
議
会
の
架
け
橋
と
し
て
の
「
議
会
だ
よ
り
」
が
、
昭
和
　４８

年
創
刊
よ
り
数
え
て
２
０
０
号
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

そ
の
間
約
半
世
紀
に
及
ぶ
長
い
間
、
歴
代
の
委
員
と
各
関
係
者
の
た

ゆ
ま
ぬ
努
力
に
心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
全
国
的
に
地
方
自
治
体
の
脆
弱
化
が
進
行
し
て
い
る
現
在
、
我
が

町
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
唯
一
、
町
再
生
の
鍵
と
さ
れ
る
新

幹
線
停
車
駅
に
係
わ
る
ま
ち
づ
く
り
計
画
案
や
、
東
京
理
科
大
と
の

産
学
提
携
の
深
化
等
々
、
喫
緊
の
課
題
と
し
て
現
在
進
行
形
で
論
議

が
深
め
ら
れ
つ
つ
あ
り
、
 
一
  縷
 の
 曙
光
 と
し
て
期
待
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

い
ち
 
る
 

し
ょ
こ
う

　
こ
の
様
な
大
き
な
課
題
と
の
取
り
組
み
は
、
独
り
行
政
の
努
力
や
議
会
の
権
能
に
の
み
依
存
す

る
事
な
く
、
町
民
も
許
さ
れ
る
範
囲
内
で
積
極
的
に
参
加
す
る
姿
勢
が
肝
要
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

そ
の
た
め
に
も
各
種
議
案
に
対
す
る
議
会
の
論
議
の
経
緯
等
、
詳
細
に
町
民
に
周
知
す
る
必
要
が

あ
り
、
ま
す
ま
す
「
議
会
だ
よ
り
」
の
使
命
が
増
し
て
参
る
も
の
と
思
料
さ
れ
ま
す
。

　
民
主
主
義
は
、
広
汎
闊
達
な
議
論
を
重
ね
て
力
強
く
成
熟
し
て
い
く
も
の
と
信
じ
て
お
り
ま
す

が
、
今
後
、「
議
会
だ
よ
り
」
の
更
な
る
充
実
と
そ
の
 衝
 に
当
た
ら
れ
る
関
係
者
諸
兄
の
御
精
進
を

し
ょ
う

御
期
待
い
た
し
て
お
り
ま
す
。　

「
議
会
だ
よ
り
」
第
２
０
０
号
の
発
刊
、
ま
こ
と
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
「
議
会
だ
よ
り
」
は
、
議
員
活
動
の
現
状
を
町
民
の
皆
様
に
お
知

ら
せ
し
、
ご
理
解
を
い
た
だ
く
大
き
な
役
割
が
ご
ざ
い
ま
す
。
私
も

議
員
在
職
四
期
の
全
任
期
中
、
議
会
広
報
編
集
委
員
と
し
て
従
事
し

て
き
ま
し
た
。
生
来
、
文
書
編
集
に
興
味
が
あ
り
、
進
ん
で
委
員
を

お
受
け
し
、
委
員
会
開
催
が
楽
し
み
で
し
た
。
特
に
問
題
な
く
円
滑

に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
い
ろ
い
ろ
と
意
見
・
提
案
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
参
考
に
し
て
議

会
広
報
づ
く
り
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
と
念
願
し
て
い
ま
す
。

元町議会議長　

　　竹内　皎三さん

元町議会議員　

　佐藤　弘さん
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「
議
会
だ
よ
り
」
が
第
２
０
０
号
の
記
念
す
べ
き
発
刊
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
、
誠
に

喜
ば
し
く
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

　
昭
和
　
年
５
月
の
創
刊
以
来
、
定
例
会
の
状
況
な
ど
町
議
会
の
活
動
を
町
民
の
皆
様
に

４８

広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
念
頭
に
、
今
日
ま
で
い
た
だ
い
た
様
々
な
ご
意
見
を
踏
ま

え
、
ま
た
、
広
報
編
集
特
別
委
員
会
に
お
い
て
も
積
極
的
に
議
論
を
重
ね
て
読
み
や
す
い

紙
面
づ
く
り
を
心
が
け
、「
議
会
だ
よ
り
」
の
発
行
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
近
年
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
情
報
発
信
が
普
及
し
て
お
り
ま
す
が
、「
議
会

だ
よ
り
」
は
町
民
の
皆
様
が
直
接
手
に
取
っ
て
議
会
の
活
動
を
ご
覧
い
た
だ
け
る
と
い
う

点
に
お
い
て
よ
り
身
近
な
存
在
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
町
民
と
議
会
の
パ
イ
プ
役
と
し
て

中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
行
く
べ
き
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
第
２
０
０
号
発
刊
を
一
つ
の
通
過
点
と
し
、
よ
り
よ
い
「
議
会
だ
よ
り
」
と
な
る

よ
う
さ
ら
に
 研
鑽
 を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

け
ん
さ
ん

　
今
後
と
も
、
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

長万部町議会議長

　　　　辻　義雄

　
昭
和
　
年
発
刊
以
来
　
年
の
時
を
刻
み
、
令
和
元
年
に
「
議
会
だ
よ
り
」
第
２
０
０
号

４８

４６

の
発
刊
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
、
心
か
ら
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
第
２
０
０
号
発
刊
ま
で
携
わ
っ
た
多
く
の
編
集
委
員
の
皆
様
の
ご
努
力
に
深
甚
な
る
敬

意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
私
も
昭
和
　
年
か
ら
編
集
に
携
わ
っ
た
一
人
と
し
て
感
慨
深

６２

い
想
い
が
あ
り
ま
す
。

　
町
の
将
来
に
む
け
た
基
本
施
策
等
、
町
政
の
時
代
の
変
革
を
鋭
敏
に
捉
え
、
議
会
活
動

す
る
議
員
各
位
の
活
動
を
時
々
刻
々
と
伝
え
る
「
議
会
だ
よ
り
」
を
発
行
し
、
議
会
・
行

政
の
動
き
を
多
く
の
町
民
の
皆
様
に
届
け
る
唯
一
の
広
報
紙
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
も
の
と
確
信
致
し
て
お
り
ま
す
。

　
行
政
を
担
う
立
場
と
し
て
、
町
政
の
円
滑
な
推
進
の
ご
理
解
を
い
た
だ
く
方
法
と
し
て
、

重
責
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
の
紙
面
づ
く
り
に
も
読
み
や
す
い
親
し
み
や
す
い
編
集
を
心
が
け
、
編
集

す
る
奥
深
さ
と
責
任
の
重
さ
を
感
じ
な
が
ら
第
２
０
０
号
を
契
機
に
更
な
る
町
民
の
指
針

と
な
る
「
議
会
だ
よ
り
」
の
編
集
を
ご
期
待
申
し
上
げ
、
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

長万部町長　

　　　木幡　正志

　
長
万
部
町
議
会
の
「
議
会
だ
よ
り
」
は
、
今
号
で

第
２
０
０
号
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
昭
和
　
年
５
月
の
創
刊
以
来
、
約
半
世
紀
に
わ
た

４８

り
、
ま
ち
づ
く
り
や
地
方
分
権
の
推
進
、
町
村
合
併

問
題
、
行
財
政
改
革
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
な

ど
、
数
々
の
問
題
や
出
来
事
に
議
会
と
し
て
議
論
を

重
ね
、
町
民
の
皆
様
の
幸
せ
を
追
い
求
め
て
き
た
経

過
を
紙
面
を
通
し
お
伝
え
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
「
議
会
だ
よ
り
」
は
、
議
会
活
動
を
皆
様
に
周
知

し
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
年
４
回
の
発
行

を
議
員
の
手
作
り
で
こ
つ
こ
つ
と
続
け
て
き
ま
し
た
。

こ
の
度
、
第
２
０
０
号
と
い
う
数
字
を
目
の
当
た
り

に
し
、
改
め
て
先
輩
委
員
や
同
僚
委
員
に
敬
意
と
感

謝
を
申
し
上
げ
、
ま
た
、「
議
会
だ
よ
り
」
を
読
ん
で

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
皆
様
の
ご
声
援
に
支
え
ら
れ

た
賜
物
と
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　
今
後
、
議
会
情
報
発
信
の
重
要
性
は
ま
す
ま
す
高

ま
っ
て
く
る
も
の
と
存
じ
ま
す
。
よ
り
一
層
読
み
や

す
く
親
し
み
や
す
い
「
議
会
だ
よ
り
」
を
目
指
し
、

様
々
な
方
法
で
議
会
情
報
を
お
伝
え
で
き
る
よ
う
、

委
員
一
同
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長
　
長
﨑
　
厚
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和
　
年
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月

４８

　
　
　
　
５
月

　
　
　
　
　
月
１０

昭
和
　
年
６
月

４９

　
　
　
　
７
月

昭
和
　
年
６
月

５０

　
　
　
　
９
月

昭
和
　
年
２
月

５１

昭
和
　
年
　
月

５２

１２

昭
和
　
年
３
月

５３

　
　
　
　
　
月
１２

　
　
　
　
　
〃

昭
和
　
年
５
月

５４

　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
〃

昭
和
　
年
２
月

５５

　
　
　
　
３
月

　
　
　
　
７
月

　
　
　
　
　
月
１２

昭
和
　
年
　
月

５６

１１

昭
和
　
年
４
月

５７

昭
和
　
年
１
月

５８

　
　
　
　
３
月

　
　
　
　
５
月

　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
月
１０

　
　
　
　
　
月
１２

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
設
置

長
万
部
町
「
議
会
だ
よ
り
」
第
１
号
発
行

開
基
１
０
０
年
町
制
施
行
　
年
記
念
式
典

３０

長
万
部
公
園
オ
ー
プ
ン

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

企
業
誘
致
対
策
特
別
委
員
会
設
置

台
風
５
・
６
号
に
よ
り
町
史
始
ま
っ
て
以
来
の

豪
雨
（
３
７
７
㍉
）

全
国
町
村
議
会
議
長
会
か
ら
優
良
議
会
表
彰

長
万
部
町
史
刊
行

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
長
万
部
慈
恵
園
開
園

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

統
合
中
学
校
建
設
特
別
委
員
会
設
置

企
業
誘
致
対
策
特
別
委
員
会
設
置

統
合
中
学
校
建
設
特
別
委
員
会
設
置

第
１
回
町
民
花
見
大
会
開
催

町
民
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

国
鉄
合
理
化
問
題
等
対
策
特
別
委
員
会
設
置

医
療
問
題
対
策
特
別
委
員
会
設
置

議
会
だ
よ
り
医
療
問
題
特
集
号
発
行

長
万
部
高
等
学
校
新
校
舎
へ
移
転

長
万
部
統
合
中
学
校
開
校

長
万
部
町
立
病
院
開
院

町
花
「
あ
や
め
」
、
町
木
「
く
ろ
ま
つ
」
制
定

企
業
誘
致
対
策
特
別
委
員
会
設
置

国
鉄
合
理
化
問
題
等
対
策
特
別
委
員
会
設
置

開
基
１
１
０
年
町
制
施
行
　
年
記
念
式
典

４０

議
会
だ
よ
り
国
鉄
合
理
化
問
題
特
集
号
発
行

平
成
５
年
８
月

　
　
　
　
　
月
１０

平
成
６
年
３
月

　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
月
１２

平
成
７
年
４
月

　
　
　
　
６
月

　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
８
月

　
　
　
　
　
月
１２

平
成
８
年
６
月

　
　
　
　
　
月
１１

平
成
９
年
３
月

　
　
　
　
４
月

　
　
　
　
９
月

　
　
　
　
　
月
１０

平
成
　
年
２
月

１０

議
会
だ
よ
り
災
害
特
集
号
発
行

開
基
１
２
０
年
町
制
施
行
　
年
記
念
式
典

５０

役
場
庁
舎
建
設
等
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

設
置

長
万
部
漁
港
・
国
縫
漁
港
完
成

土
地
利
用
計
画
等
審
査
特
別
委
員
会
設
置

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

経
済
活
性
化
等
調
査
特
別
委
員
会
設
置

役
場
庁
舎
建
設
等
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

設
置

議
会
だ
よ
り
第
１
０
０
号
発
行

町
長
の
資
産
等
公
開
に
関
す
る
条
例
審
査
特
別

委
員
会
設
置

情
報
公
開
条
例
審
査
特
別
委
員
会
設
置

ふ
れ
あ
い
公
園
完
成

行
政
手
続
条
例
審
査
特
別
委
員
会
設
置

あ
や
め
公
園
完
成

個
人
情
報
保
護
条
例
審
査
特
別
委
員
会
設
置

高
速
自
動
車
道
長
万
部
Ｉ
Ｃ
開
通

北
海
道
新
幹
線
停
車
駅
が
長
万
部
に
決
定

昭和４８年５月創刊号



（５）おしゃまんべ議会だより 第２００号

昭
和
　
年
３
月

５９

　
　
　
　
６
月

昭
和
　
年
３
月

６０

　
　
　
　
９
月

昭
和
　
年
４
月

６１

　
　
　
　
６
月

　
　
　
　
９
月

昭
和
　
年
３
月

６２

　
　
　
　
４
月

　
　
　
　
５
月

昭
和
　
年
８
月

６３

平
成
元
年
４
月

平
成
３
年
６
月

平
成
４
年
１
月

　
　
　
　
２
月

　
　
　
　
６
月

　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
７
月

　
　
　
　
９
月

　
　
　
　
　
月
１２

平
成
５
年
３
月

　
　
　
　
７
月

静
狩
漁
港
完
成

議
会
だ
よ
り
第
　
号
が
北
海
道
町
村
議
会
広
報

４９

コ
ン
ク
ー
ル
入
賞

議
員
定
数
調
査
特
別
委
員
会
設
置

台
風
　
号
に
よ
り
３
２
４
世
帯
が
浸
水

１３

長
万
部
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画
策
定
特
別
委

員
会
設
置

町
議
会
議
員
定
数
を
減
少
す
る
条
例
可
決

（
　
人
→
　
人
）

２２

２０

長
万
部
小
学
校
新
校
舎
開
校

国
鉄
瀬
棚
線
バ
ス
転
換

東
京
理
科
大
学
長
万
部
校
舎
開
校

企
業
誘
致
対
策
特
別
委
員
会
設
置

長
万
部
小
学
校
プ
ー
ル
完
成

長
万
部
町
森
林
・
林
業
・
林
産
業
活
性
化
議
員

連
盟
結
成

Ｂ
＆
Ｇ
財
団
長
万
部
海
洋
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

公
共
下
水
道
事
業
に
関
す
る
審
査
特
別
委
員
会

設
置

双
葉
小
学
校
新
校
舎
開
校

議
員
定
数
調
査
特
別
委
員
会
設
置

ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
審
査
特
別
委
員
会
設
置

北
海
道
新
幹
線
建
設
促
進
期
成
会
議
連
結
成

学
習
文
化
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

町
議
会
議
員
定
数
を
減
少
す
る
条
例
可
決

（
　
人
→
　
人
）

２０

１８

企
業
誘
致
等
対
策
特
別
委
員
会
設
置

７
月
　
日
南
西
沖
地
震
（
Ｍ
７
・
８
）
発
生

１２

平
成
　
年
５
月

１０

　
　
　
　
７
月

　
　
　
　
　
〃

平
成
　
年
２
月

１１

　
　
　
　
６
月

　
　
　
　
　
〃

平
成
　
年
３
月

１２

　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
９
月

　
　
　
　
　
〃

平
成
　
年
３
月

１３

　
　
　
　
　
月
１１

平
成
　
年
９
月

１４

平
成
　
年
３
月

１５

　
　
　
　
　
月
１０

新
役
場
庁
舎
完
成

水
産
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
審
査
特
別
委
員
会
設
置

職
員
の
不
正
事
件
解
明
調
査
特
別
委
員
会
設
置

町
議
会
議
員
定
数
を
減
少
す
る
条
例
可
決

（
　
人
→
　
人
）

１８

１６

経
済
活
性
化
等
調
査
特
別
委
員
会
設
置

介
護
保
険
審
査
特
別
委
員
会
設
置

有
珠
山
噴
火
に
よ
る
避
難
民
受
け
入
れ

消
防
庁
舎
建
設
等
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

設
置

大
浜
統
合
再
生
団
地
整
備
等
に
関
す
る
調
査
特

別
委
員
会
設
置

議
会
運
営
及
び
事
務
の
効
率
化
等
に
関
す
る
特

別
委
員
会
設
置

福
祉
セ
ン
タ
ー
改
修
等
に
関
す
る
調
査
特
別
委

員
会
設
置

過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町
村
計
画
に
関
す
る
審

査
特
別
委
員
会
設
置

水
産
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
管
理
運
営
等
に

関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
設
置

蕨
岱
小
学
校
閉
校

高
速
自
動
車
道
国
縫
Ｉ
Ｃ
開
通

長
万
部
町
議
会
議
員
定
数
等
に
関
す
る
調
査
特

別
委
員
会
設
置

町
議
会
議
員
定
数
を
減
少
す
る
条
例
可
決

（
　
→
　
人
）

１６

１４

開
礎
１
３
０
年
町
制
施
行
　
年
記
念
式
典

６０

昭和５９年議会広報コンクール入賞平成７年８月第１００号



（６） おしゃまんべ議会だより 第２００号

平
成
　
年
　
月

１５

１０

　
　
　
　
　
月
１１

　
　
　
　
　
月
１２

平
成
　
年
３
月

１７

　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
９
月

平
成
　
年
　
月

１８

10

　
　
　
　
　
月
１２

平
成
　
年
２
月

１９

　
　
　
　
５
月

　
　
　
　
７
月

平
成
　
年
１
月

２０

平
成
　
年
３
月

２１

　
　
　
　
６
月

　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
月
１０

平
成
　
年
３
月

２２

　
　
　
　
６
月

　
　
　
　
　
月
１１

平
成
　
年
１
月

２３

　
　
　
　
３
月

　
　
　
　
９
月

町
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
決
定

新
消
防
庁
舎
完
成

町
村
合
併
問
題
等
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

設
置

双
葉
小
学
校
閉
校

行
財
政
改
革
等
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
設

置経
済
活
性
化
等
調
査
特
別
委
員
会
設
置

新
さ
か
え
保
育
所
完
成
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
設
置

新
幹
線
建
設
促
進
等
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員

会
設
置

議
員
定
数
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
設
置

町
議
会
議
員
定
数
を
減
少
す
る
条
例
可
決

（
　
人
→
　
人
）

１４

１２

新
幹
線
建
設
促
進
等
調
査
特
別
委
員
会
設
置

ガ
ス
事
業
等
調
査
特
別
委
員
会
設
置

請
願
審
査
特
別
委
員
会
設
置

共
立
小
学
校
閉
校

水
産
系
廃
棄
物
等
調
査
特
別
委
員
会
設
置

経
済
活
性
化
等
調
査
特
別
委
員
会
設
置

大
中
漁
港
完
成

中
の
沢
小
学
校
閉
校

請
願
審
査
特
別
委
員
会
設
置

国
保
税
率
改
正
に
関
す
る
特
別
委
員
会
設
置

町
議
会
議
員
定
数
を
減
少
す
る
条
例
可
決

（
　
人
→
　
人
）

１２

１０

３
月
　
日
東
日
本
大
震
災
発
生

１１

議
会
改
革
等
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
設
置

平
成
　
年
　
月

２３

１２

平
成
　
年
８
月

２４

平
成
　
年
３
月

２５

　
　
　
　
９
月

　
　
　
　
　
月
１１

平
成
　
年
３
月

２６

　
　
　
　
４
月

　
　
　
　
　
月
１２

平
成
　
年
６
月

２７

　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
９
月

平
成
　
年
３
月

２８

　
　
　
　
８
月

　
　
　
　
　
月
１０

平
成
　
年
３
月

２９

平
成
　
年
９
月

３０

　
　
　
　
　
月
１２

令
和
元
年
６
月

　
　
　
　
８
月

新
幹
線
建
設
促
進
等
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員

会
設
置

北
海
道
新
幹
線
新
函
館
（
仮
称
）・
札
幌
間
建
設

工
事
起
工
式
及
び
祝
賀
会
開
催

請
願
審
査
特
別
委
員
会
設
置

病
院
事
業
運
営
等
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

設
置

開
礎
１
４
０
年
町
制
施
行
　
年
記
念
式
典

７０

国
縫
小
学
校
閉
校

公
共
施
設
等
建
設
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

設
置

あ
つ
ま
ん
べ
オ
ー
プ
ン

ま
ち
づ
く
り
新
幹
線
調
査
特
別
委
員
会
設
置

議
会
改
革
等
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
設
置

長
万
部
地
方
創
生
サ
ミ
ッ
ト
開
催

北
海
道
新
幹
線
開
業

東
京
理
科
大
学
長
万
部
校
舎
開
設
　
周
年
記
念

３０

式
典

シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
古
戦
場
跡
碑
建
立

蕨
岱
駅
及
び
北
豊
津
駅
廃
駅

９
月
６
日
胆
振
東
部
地
震
発
生

新
国
縫
振
興
会
館
完
成

ま
ち
づ
く
り
新
幹
線
調
査
特
別
委
員
会
設
置

議
会
だ
よ
り
第
２
０
０
号
発
行

長万部地方創生サミット



（７）おしゃまんべ議会だより 第２００号

◎委員長　○副委員長

昭和４８年（創刊）　

【任期】Ｓ４８．４．３～Ｓ４９．５．２　◎矢田正義　　○中兼敏春　　高橋武治　竹内　宏　有賀初雄

　　　　Ｓ４９．５．２～Ｓ５０．４．３０　◎矢田正義　　○中兼敏春　　高橋武治　竹内　宏　長﨑武志

昭和５０年（改選）　

【任期】Ｓ５０．５．８～Ｓ５４．４．３０　◎原田松蔵　　○高森治光　　竹内皎三　竹内　宏　佐藤　弘

昭和５４年（改選）　

【任期】Ｓ５４．５．９～Ｓ５８．４．３０　◎木村正美　　○司馬菊正　　竹内　宏　佐藤　弘　鶴羽清次郎

昭和５８年（改選）　

【任期】Ｓ５８．５．１０～Ｓ５８．１２．２２　◎斎藤定生　　○小林清三　　中兼敏春　笠原辰治　奈良岡兵治

　　　　Ｓ５８．１２．２２～Ｓ６２．４．３０　◎斎藤定生　　○小林清三　　中兼敏春　笠原辰治　鈴木宗雄

昭和６２年（改選）　

【任期】Ｓ６２．５．１８～Ｈ３．４．３０　◎柳井利雄　　○木幡正志　　菊田龍興　斎藤定生　小林清三

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤　弘

平成３年（改選）　

【任期】Ｈ３．５．１７～Ｈ７．４．３０　◎菊田龍興　　○小林清三　　北川武雄　佐藤米光　木村正美

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤　弘

平成７年（改選）　

【任期】Ｈ７．５．１１～Ｈ１１．４．３０　◎小林清三　　○北川武雄　　原田松蔵　高森治光　菅野文夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神野武夫

平成１１年（改選）　

【任期】Ｈ１１．５．１３～Ｈ１３．３．２１　◎神野武夫　　○門間久男　　七尾公夫　杉村直樹　金谷　功

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原田松蔵　 　健
　　　　Ｈ１３．３．２１～Ｈ１５．４．３０　◎神野武夫　　○金谷　功　　七尾公夫　杉村直樹　長﨑　厚

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　辻　義雄　原田松蔵

平成１５年（改選）　

【任期】Ｈ１５．５．１３～Ｈ１８．３．１４　◎神野武夫　　○長﨑　厚　　原田松蔵　辻　義雄　柏倉恵里子

　　　　Ｈ１８．３．２３～Ｈ１８．８．８　◎七尾公夫　　○柏倉恵里子　 　健　　原田松蔵　高森治光
　　　　Ｈ１８．８．８～Ｈ１９．４．３０　◎七尾公夫　　○柏倉恵里子　 　健　　神野武夫　長﨑　厚
平成１９年（改選）　

【任期】Ｈ１９．５．１１～Ｈ２３．４．３０　◎柏倉恵里子　○金田知巳　　杉村直樹　辻　義雄

平成２３年（改選）　

【任期】Ｈ２３．５．１２～Ｈ２７．４．３０　◎大谷敏弥　　○佐藤　馨　　高森功治　柏倉恵里子

平成２７年（改選）　

【任期】Ｈ２７．５．１２～Ｈ３１．４．３０　◎高森功治　　○辻　紀樹　　 　健　　村川　毅
令和元年（改選）　

【任期】Ｒ １．５．１０～　　　　　　◎長﨑　厚　　○高橋克英　　橋本收司　北川佳嗣



（８） おしゃまんべ議会だより 第２００号

第 ２ 回

例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例

令和元
年

定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定 会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

○
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

　
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
６

７
４
５
万
５
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
は
　
億
５
３
０
９

４９

万
７
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
の
お
も
な
補
正
は
、

道
支
出
金
や
繰
入
金
の
追
加
、

歳
出
の
お
も
な
補
正
は
、
海

岸
漂
着
物
回
収
・
処
理
業
務

委
託
事
業
や
商
工
事
業
者
経

営
改
善
等
支
援
補
助
金
な
ど

の
追
加
で
す
。

○
長
万
部
町
半
島
振
興
対
策

実
施
地
域
に
お
け
る
固
定

資
産
税
の
不
均
一
課
税
に

関
す
る
条
例

　
半
島
振
興
法
に
基
づ
く
長

万
部
町
産
業
振
興
促
進
計
画

の
策
定
に
伴
い
、
事
業
者
が

事
業
の
た
め
に
用
い
る
機
械

建
物
等
を
新
設
し
た
際
の
固

定
資
産
税
を
３
年
間
不
均
一

課
税
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
条
例
を
新
た
に
定
め
ま
し

た
。

○
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤

の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
国
会
議
員
の
選
挙
等
の
執

行
経
費
の
基
準
に
関
す
る
法

律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
投

票
管
理
者
等
の
報
酬
額
が
引

き
上
げ
ら
れ
る
た
め
、
条
例

の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

○
長
万
部
町
介
護
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
介
護
保
険
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
低
所
得
者
の
第
１

号
被
保
険
者
の
保
険
料
に
つ

い
て
、
本
年
　
月
の
消
費
税

１０

率
　
％
へ
の
引
き
上
げ
に
合

１０
わ
せ
、
段
階
的
に
軽
減
強
化

を
図
る
よ
う
条
例
の
一
部
を

改
正
し
ま
し
た
。

○
長
万
部
町
火
災
予
防
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一

補補補補補補補補補補
正正正正正正正正正正
予予予予予予予予予予

補
正
予
算算算算算算算算算算算

条条条条条条条条条条条

例例例例例例例例例例例

　
令
和
元
年
第
２
回
定
例
会
は
、

６
月
　
日
か
ら
　
日
ま
で
の
６

１３

１８

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

【
６
月
　
日
】

１３

　
木
幡
町
長
か
ら
行
政
報
告
が

行
わ
れ
た
後
、
条
例
の
一
部
改

正
や
補
正
予
算
等
の
審
議
を
し

ま
し
た
。

【
６
月
　
日
】

１８

　
一
般
質
問
に
３
人
の
議
員
が

登
壇
し
、
町
政
に
対
し
て
の
所

見
を
伺
い
ま
し
た
。

　
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
本

定
例
会
に
提
案
さ
れ
た
議
案
す

べ
て
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
、

閉
会
し
ま
し
た
。

一般会計補正予算一般会計補正予算 66,,745万5745万5,,000円000円

主な補正事業　 ◇海岸漂着物回収・処理業務委託事業

　　　　　　　 ◇商工事業者経営改善等支援補助　など
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部
を
改
正
す
る
法
律
及
び
住

宅
用
防
災
機
器
の
設
置
及
び

維
持
に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
省

令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

の
公
布
に
伴
い
、
長
万
部
町

火
災
予
防
条
例
の
文
言
の
修

正
を
す
る
た
め
、
条
例
の
一

部
を
改
正
し
ま
し
た
。

○
北
海
道
町
村
議
会
議
員
公

務
災
害
補
償
等
組
合
規
約

の
変
更

　
北
海
道
町
村
議
会
議
員
公

務
災
害
補
償
等
組
合
か
ら
、

「
池
北
三
町
行
政
事
務
組

合
」「
日
高
地
区
交
通
災
害
共

済
組
合
」「
十
勝
環
境
複
合
事

務
組
合
」「
北
空
知
葬
斎
組

合
」
が
脱
退
し
た
こ
と
に
伴

う
変
更
で
す
。

○
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務

組
合
規
約
の
変
更

　
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務

組
合
か
ら
、「
池
北
三
町
行
政

事
務
組
合
」「
北
空
知
葬
斎
組

合
」「
日
高
地
区
交
通
災
害
共

済
組
合
」
が
脱
退
し
た
こ
と

に
伴
う
変
更
で
す
。

○
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職

手
当
組
合
規
約
の
変
更

　
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職

手
当
組
合
か
ら
、「
池
北
三
町

行
政
事
務
組
合
」「
北
空
知
葬

斎
組
合
」「
日
高
地
区
交
通
災

害
共
済
組
合
」
が
脱
退
し
た

こ
と
に
伴
う
変
更
で
す
。

○
専
決
処
分
の
承
認

　
（
令
和
元
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

第
１
号
）

　
平
成
　
年
度
の
歳
出
に
対

３０

し
て
歳
入
が
不
足
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
地
方
自
治
法
施

行
令
第
１
６
６
条
の
２
の
規

定
に
よ
り
、
令
和
元
年
度
の

歳
入
を
平
成
　
年
度
に
繰
上

３０

げ
て
補
填
す
る
た
め
の
補
正

予
算
を
地
方
自
治
法
第
１
７

９
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り

専
決
処
分
し
ま
し
た
。

　
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
５

４
７
６
万
８
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
は
８
億
６
９
２
２

万
４
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

○
辺
地
総
合
整
備
計
画
の
策

定
　
町
内
字
蕨
岱
の
知
岱
橋
修

繕
に
あ
た
り
、
後
年
度
交
付

税
措
置
の
あ
る
辺
地
対
策
事

業
債
を
申
請
す
る
に
は
、
辺

地
の
事
情
や
施
設
の
整
備
の

方
法
、
整
備
に
要
す
る
経
費
、

財
源
内
訳
等
を
事
項
と
す
る

辺
地
総
合
整
備
計
画
の
策
定

が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
度
、

北
海
道
と
の
協
議
が
整
っ
た

こ
と
に
よ
り
策
定
し
ま
し
た
。

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
【
契
約
目
的
】

　
長
万
部
町
防
災
行
政
情
報

伝
達
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業

デ
ジ
タ
ル
同
報
無
線
シ
ス

テ
ム
整
備
工
事

　
【
契
約
金
額
】

　
２
億
６
１
８
０
万
円

　
【
契
約
の
相
手
方
】

　
札
幌
市
　
電
気
興
業
㈱
北

海
道
支
店

　
【
工
事
概
要
】

　
　
・
放
送
局
１
局

　
　
・
配
信
局
３
局

　
　
・
屋
外
拡
声
子
局
　
局
１０

　
　
・
防
災
ラ
ジ
オ

　
　
　
　
　
　
３
１
７
０
台

　
　
・
屋
内
ア
ン
テ
ナ

　
　
　
　
　
　
　
１
５
０
台

○
財
産
の
取
得

　
【
取
得
財
産
】

　
ロ
ー
タ
リ
除
雪
車

　
【
取
得
金
額
】

　
２
８
３
２
万
５
千
円

　
【
取
得
の
相
手
方
】

　
北
海
道
石
狩
市
　
コ
マ
ツ

カ
ス
タ
マ
ー
サ
ポ
ー
ト
㈱

北
海
道
カ
ン
パ
ニ
ー

規規規規規規規規規規規

約約約約約約約約約約約

そそそそそそそそそそ

のののののののののの

そ

の

他他他他他他他他他他他

　　◇２０２０年度地方財政の充実・強化を求める意見書

　　◇２０１９年度北海道最低賃金改正等に関する意見書

　　◇新たな過疎対策法の制定に関する意見書

意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見意見書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書をををををををををををををををををををををを提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出提出しししししししししししししししししししししまままままままままままままままままままままししししししししししししししししししししししましたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

意見書３件を原案どおり可決し、関係機関へ送付しました。
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柏
倉
　
現
在
、
長
万
部
町

の
小
学
校
で
は
和
式
の
ま
ま

の
ト
イ
レ
が
多
数
あ
り
、
洋

式
を
使
用
し
た
い
児
童
の
人

数
と
マ
ッ
チ
ン
グ
し
て
い
な

い
。
今
は
家
庭
の
ト
イ
レ
も

洋
式
が
当
た
り
前
に
な
り
、

和
式
ト
イ
レ
を
見
た
こ
と
が

な
い
子
ど
も
達
も
多
い
と
聞

く
。
ま
た
、
小
学
校
は
入
学

式
か
ら
始
ま
り
、
運
動
会
や

町
民
ふ
れ
あ
い
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
、
学
芸
会
、
参
観
日
、
祖

父
母
参
観
等
児
童
以
外
の
方

が
学
校
を
訪
れ
る
機
会
も
多

く
、
高
齢
の
方
が
ト
イ
レ
を

使
用
す
る
頻
度
も
多
い
こ
と

か
ら
、
洋
式
化
を
進
め
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
。
町
長
の

所
信
を
伺
う
。

　
町
長
　
長
万
部
小
学
校
は
、

明
治
　
年
に
村
落
小
学
校
則

１１

の
も
と
「
長
万
部
学
校
」
と

し
て
開
校
し
て
お
り
、
昭
和

　
年
代
に
は
１
４
０
０
名
あ

３０ま
り
の
児
童
が
勉
学
に
励
ん

で
い
た
。

　
現
在
の
校
舎
は
昭
和
　
年
６１

度
に
建
築
さ
れ
、
建
築
当
時

の
児
童
数
は
６
５
９
名
で
あ

り
、
今
年
６
月
１
日
現
在
の

児
童
数
は
１
９
８
名
と
、
建

築
当
時
の
３
分
の
１
以
下
の

人
数
と
な
っ
て
い
る
。

　
長
万
部
小
学
校
ト
イ
レ
の

洋
式
化
工
事
に
つ
い
て
は
、

平
成
　
年
度
と
平
成
　
年
度

２５

２６

の
２
か
年
で
　
基
洋
式
化
し
、

１０

校
舎
全
体
の
児
童
用
ト
イ
レ

の
数
を
和
式
が
　
基
、
洋
式

１８

が
　
基
と
し
て
い
る
。

１６
　
階
別
の
児
童
用
ト
イ
レ
の

内
訳
は
、
校
舎
１
階
部
分
は

和
式
５
基
、
洋
式
５
基
。
校

舎
２
階
部
分
は
和
式
５
基
、

洋
式
５
基
。
校
舎
３
階
部
分

で
は
和
式
８
基
、
洋
式
２
基
。

体
育
館
部
分
で
は
洋
式
４
基

と
な
っ
て
い
る
。

　
質
問
の
と
お
り
、
各
家
庭

で
の
洋
式
ト
イ
レ
が
当
た
り

前
に
な
り
、
和
式
ト
イ
レ
に

馴
染
み
の
な
い
児
童
が
増
え

て
い
る
も
の
と
思
う
。
ま
た
、

ト
イ
レ
洋
式
化
工
事
か
ら
５

年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
お

り
、
洋
式
ト
イ
レ
を
必
要
と

す
る
割
合
に
も
変
化
が
あ
る

と
思
う
の
で
洋
式
化
に
つ
い

て
検
討
す
る
。

　
柏
倉
　
子
ど
も
達
ば
か
り

で
は
な
く
、
大
人
も
あ
ま
り

和
式
を
使
わ
な
い
。
和
式
が

い
く
ら
空
い
て
い
て
も
、
洋

式
の
列
に
子
ど
も
達
と
並
ん

で
い
る
現
状
が
あ
る
。

　
町
長
　
ト
イ
レ
事
情
を
考

慮
し
、
で
き
る
だ
け
年
内
に

学
校
の
方
と
検
討
し
て
い
き

た
い
。

小学校のトイレ洋式化計画は

（町長）年内に学校側と検討する

― 柏倉　恵里子　議員 ―
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大
谷
　
い
つ
ど
こ
で
発
生

す
る
か
分
か
ら
な
い
大
地
震

や
災
害
で
、
体
の
不
自
由
な

住
民
や
高
齢
者
を
ど
う
避
難

さ
せ
る
か
、
要
援
護
者
や
支

援
者
の
避
難
対
策
は
ど
の
よ

う
な
検
討
と
対
策
が
行
わ
れ

て
い
る
か
。
ま
た
、
要
援
護

者
や
支
援
者
等
は
把
握
し
て

い
る
の
か
。
町
内
会
と
の
連

携
は
考
え
て
い
る
か
。

　
町
長
　
近
年
頻
発
す
る
自

然
災
害
に
お
い
て
、
そ
の
犠

牲
者
の
多
く
が
高
齢
者
や
障

が
い
者
な
ど
の
要
配
慮
者
で

あ
り
、
中
で
も
特
に
避
難
支

援
を
要
す
る
「
避
難
行
動
要

支
援
者
」
に
対
す
る
支
援
が

防
災
対
策
上
の
課
題
と
な
っ

て
い
る
。

　
本
町
に
お
い
て
は
国
の
指

針
等
を
踏
ま
え
て
、「
長
万
部

町
避
難
行
動
要
支
援
者
避
難

支
援
計
画
」
を
策
定
し
、
対

象
者
を
把
握
す
る
と
と
も
に

避
難
支
援
体
制
に
つ
い
て
は
、

町
・
消
防
本
部
・
消
防
団
・

自
主
防
災
組
織
・
自
治
会
・

福
祉
関
係
者
な
ど
が
連
携
し

て
対
応
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

　
一
方
で
、
本
町
に
お
け
る

自
主
防
災
組
織
率
は
４
・
３

％
と
、
渡
島
管
内
の
平
均

　
・
６
％
を
大
き
く
下
回
る

５６状
況
で
あ
り
、
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

　
災
害
発
生
時
の
避
難
支
援

は
、
本
人
及
び
家
族
に
よ
る

「
自
助
」
、
自
治
会
や
自
主

防
災
組
織
等
に
よ
る
「
共
助
」

が
基
本
で
あ
り
、
普
段
か
ら

住
民
同
士
が
顔
が
見
え
る
関

係
を
構
築
し
、
避
難
支
援
等

関
係
者
の
拡
大
を
図
る
こ
と

が
災
害
弱
者
を
救
う
最
大
の

対
策
と
な
る
こ
と
か
ら
、
各

町
内
会
な
ど
の
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
各
種
啓
発
活

動
を
通
じ
た
防
災
意
識
の
高

揚
を
図
る
な
ど
、
発
災
時
に

お
け
る
支
援
体
制
の
確
立
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
。

　
大
谷
　
本
町
に
お
け
る
自

主
防
災
組
織
率
が
、
渡
島
管

内
の
平
均
を
大
き
く
下
回
る

要
因
と
対
策
は
。

　
町
長
　
現
在
、
自
主

防
災
組
織
を
持
っ
て
い

る
曙
町
内
会
と
中
ノ
沢

町
内
会
、
こ
の
２
つ
の

町
内
会
で
４
・
３
％
の

数
字
で
あ
る
。
で
き
れ

ば
ほ
と
ん
ど
の
町
内
会

に
自
主
防
災
組
織
を

持
っ
て
い
た
だ
き
た
く
、

先
般
、
町
内
会
連
合
会

の
総
会
で
も
話
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。

　
平
成
　
年
に
は
、
長

２９

高齢者の避難対策の課題は

（町長）各町内会に防災マスター（※）を派遣し　
　　　　　　 自主防災組織を作っていただきたい

― 大谷　敏弥　議員 ―

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

　
災
害
が
な
い
と
い
う
の
は

あ
り
が
た
い
こ
と
だ
が
、
い

つ
発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い
。

早
急
に
検
討
し
、
実
行
し
て

い
き
た
い
。

（※）防災マスター　北海道から認定を受けた、地域防災活動の中心となる方

町営スキー場の避難路

万
部
町
内
に
防
災
マ
ス
タ
ー

の
資
格
を
取
得
し
た
　
名
が

５１

い
る
。
消
防
団
員
、
消
防
署

員
が
多
く
、
そ
の
防
災
マ
ス

タ
ー
の
資
格
者
を
各
町
内
会

に
配
置
し
、
防
災
計
画
な
り

支
援
体
制
を
取
っ
て
い
く
の

が
一
番
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い

る
。

　
７
月
　
日
の
防
災
の
日
に

１２

合
わ
せ
、
防
災
の
講
演
会
を

開
催
し
て
そ
う
い
っ
た
必
要

性
を
訴
え
な
が
ら
、
各
町
内

会
に
防
災
マ
ス
タ
ー
を
派
遣

し
、
で
き
れ
ば
早
め
に
自
主

防
災
組
織
を
作
っ
て
い
た
だ
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辻
　
新
幹
線
開
通
ま
で
お

お
む
ね
　
年
と
な
り
、
い
よ

１０

い
よ
本
格
的
に
事
業
が
動
き

出
し
て
き
た
と
実
感
し
て
い

る
。
長
万
部
か
ら
小
樽
間
の

在
来
線
に
つ
い
て
は
、
協
議

団
体
が
多
い
た
め
、
ど
の
よ

う
な
形
態
と
な
る
の
か
結
論

が
出
る
ま
で
長
期
間
を
要
す

る
の
で
は
な
い
か
。

　
そ
こ
で
次
の
３
点
に
つ
い

て
質
問
す
る
。

　
１
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
よ
り
運

営
方
法
等
は
提
案
さ
れ
て
い

る
か
。

　
２
、
沿
線
自
治
体
と
の
協

議
は
さ
れ
て
い
る
か
。

　
３
、
今
後
の
町
の
取
り
組

み
は
。

　
以
上
、
町
長
の
所
見
を
伺

う
。

　
町
長
　
１
点
目
、
長
万
部

か
ら
小
樽
間
の
在
来
線
に
つ

い
て
は
、
函
館
か
ら
長
万
部

間
と
と
も
に
新
幹
線
開
業
と

同
時
に
Ｊ
Ｒ
北
海
道
か
ら
経

営
分
離
さ
れ
る
。
経
営
分
離

後
の
鉄
道
存
続
や
バ
ス
転
換

の
方
向
性
や
運
営
方
法
な
ど

は
、
沿
線
自
治
体
と
北
海
道

が
決
定
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
現
在
の
と
こ
ろ
Ｊ

Ｒ
北
海
道
か
ら
運
営
方
法
等

の
提
案
は
な
い
。

　
２
点
目
、
経
営
分
離
後
の

代
替
交
通
機
関
に
つ
い
て
、

北
海
道
と
沿
線
自
治
体
で

「
北
海
道
新
幹
線
並
行
在
来

線
対
策
協
議
会
」
を
平
成
　２４

年
度
に
設
置
し
、
鉄
道
存
続

や
バ
ス
転
換
に
つ
い
て
、
新

幹
線
開
業
の
５
年
前
を
め
ど

に
方
向
性
を
決
定
す
る
こ
と

と
し
て
、
現
在
、
検
討
を
進

め
て
い
る
。

　
３
点
目
、
今
後
、
並
行
在

来
線
の
存
廃
に
よ
り
、
長
万

部
ま
ち
づ
く
り
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
で
提
言
の
あ
っ
た
自

由
通
路
の
位
置
や
、
駅
前
広

場
の
設
計
に
影
響
が
生
じ
る

た
め
、
開
業
５
年
前
に
こ
だ

わ
ら
ず
、
で
き
る
限
り
早
期

に
並
行
在
来
線
の
存
廃
に
つ

い
て
方
向
性
を
決
定
す
べ
き

と
考
え
て
い
る
。

　
辻
　
ど
の
よ
う
な
経
営
分

離
の
形
態
に
な
る
の
か
。

　
町
長
　
後
志
ブ
ロ
ッ
ク
で

は
、
経
営
分
離
後
に
第
３
セ

ク
タ
ー
と
し
て
運
行
す
る
か

ど
う
か
を
協
議
中
で
あ
る
。

た
だ
関
係
町
村
が
多
く
、
そ

れ
ぞ
れ
に
形
態
や
要
件
や
状

況
が
違
う
。
将
来
的
に
、
赤

字
覚
悟
で
各
自
治
体
が
自
ら

資
金
提
供
を
し
運
営
を
す
る

の
か
ど
う
か
、
こ
の
協
議
が

ま
と
ま
る
可
能
性
は
非
常
に

厳
し
い
。
特
に
長
万
部
は
、

後
志
ブ
ロ
ッ
ク
と
渡
島
ブ
ロ

ッ
ク
両
方
の
会
議
に
参
加
し

て
議
論
し
て
お
り
、
立
場
上

非
常
に
苦
し
い
が
、
で
き
る

だ
け
速
や
か
に
結
論
を
求
め

た
い
。

　
辻
　
第
３
セ
ク
タ
ー
と
い

う
よ
う
な
話
も
あ
る
が
、
運

営
に
各
町
村
ど
の
く
ら
い
の

負
担
が
伴
う
か
示
さ
れ
て
い

る
の
か
。

　
町
長
　
金
額
は
出
て
い
な

い
。
参
考
に
す
る
の
は
「
い

さ
り
び
鉄
道
」
で
あ
る
が
、

長
万
部
か
ら
小
樽
間
の
在
来
線
に
つ
い
て

（
町
長
）
第
３
セ
ク
タ
ー
　
方
式
に
な
る
と
　
　
　
　
　

（※）

　
　
　
　
年
間
高
額
な
負
担
割
合
に
な
る
の
で
は
な
い
か

献
 
辻
　
紀
樹
　
議
員
 
献

第
３
セ
ク
タ
ー
方
式
で
は
、

年
間
か
な
り
高
額
な
負
担
割

合
が
各
町
に
与
え
ら
れ
る
の

で
は
な
い
か
。

　
辻
　
町
民
の
理
解
が
得
ら

れ
な
け
れ
ば
前
に
進
め
な
い

問
題
だ
。
今
後
、
議
会
と
相

談
す
る
の
は
当
然
だ
が
、
例

え
ば
、
国
鉄
Ｏ
Ｂ
や
普
段
い

ろ
い
ろ
勉
強
さ
れ
て
い
る
町

民
の
意
見
を
聞
く
機
会
を
持

つ
考
え
は
。

　
町
長
　
町
民
の
方
々
に
は

「
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議

会
」
で
関
わ
り
を
持
っ
て
、

地
方
創
生
も
含
め
議
論
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
。

　
７
月
か
８
月
頃
予
定
の
沿

線
自
治
体
の
首
長
ブ
ロ
ッ
ク

会
議
を
発
端
と
し
、
大
き
く

動
き
だ
し
て
く
る
可
能
性
が

十
分
あ
る
と
思
う
。
そ
の
際

は
議
会
と
相
談
し
、
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
で
も
議
論
い
た

だ
く
。
町
の
将
来
の
存
廃
を

か
け
た
大
き
な
課
題
に
な
る

の
で
、
町
民
の
意
見
を
い
た

だ
き
な
が
ら
丁
寧
に
協
議
し

て
決
定
し
た
い
。

函館本線（黒松内方面）

　
第
３
セ
ク
タ
ー
　
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
と
民
間
企
業
と
の
共
同
出
資
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
事
業
体

（※）
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ままままままままままままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹幹線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会をををををををををををををををををををををををををををををを設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置ししししししししししししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままままままままままままししししししししししししししししししししししししししししししまちづくり・新幹線調査特別委員会を設置しましたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

　国においては、人口減少に歯止めをかけ東京一極集中を是正し、将来に渡って活力ある

日本社会を維持するための地方創生に関する総合戦略がまとめられ、この地方版総合戦略

については、策定段階のみならず、その効果検証の段階においても議会で十分な審議を行

うよう求められております。

　本町においても、人口の減少と地域経済縮小の克服に主眼をおいた、長万部町創生総合

戦略を策定してから５年目を迎え、その効果検証と新たな取組の策定時期を迎えることに

なります。また、町の最上位計画として位置づけられている、長万部町まちづくり総合計

画の策定や、都市計画の基本となる長万部都市計画マスタープランの見直し、２０３０年北海

道新幹線長万部駅開業を見据えたまちづくり

など、将来に向けての重要課題が山積してお

り、まちづくり等の重要課題について調査す

るため、本特別委員会を設置しました。

　　　委 員 長　柏　倉　恵里子

　　　副委員長　辻　　　紀　樹

　第３回定例会（９月）までの各常任委員会及び議会運営

委員会の所管事務等調査事項は次のとおりです。

《総務常任委員会》　

　・防災事業　・町税徴収対策　・子ども子育て支援事業

　・シャクシャインロード事業

《産業建設常任委員会》

　・農業振興　　・商工観光振興

《議会運営委員会》　

　・議会運営に関する事項及び議長の諮問に関する事項

所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調所管事務調査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査
（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会ががががががががががががががががががががが受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっててててててててててててててててててててていいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容（委員会が受け持っている調査内容））））））））））））））））））））））



（１５）おしゃまんべ議会だより 第２００号

委 員 会 活 動

５月10日

　①委員長、副委員長の互選

　②第２回定例会までの所管事務調査を

　　協議

６月４日

　①町営住宅移転事業

　　北海道新幹線延伸に伴う南部団地移

　　転について調査（現地調査）

　②第３回定例会までの所管事務調査　

　を協議

産業建設常任委員会

５月10日

　①委員長、副委員長の互選

　②第２回定例会までの所管事務調査を

協議

６月10日

　①財産管理

　　旧国縫小学校敷地内国有地について

協議

　②第３回定例会までの所管事務調査を

協議

総務常任委員会

５月10日

　①委員長、副委員長の互選

　②第２回定例会までの所管事務調査を

　　協議

　③議会運営に関する諸般について協議

６月10日

　①第２回定例会の会期及び日程、提出

される議案などの取扱い、第３回定

例会までの所管事務調査について協

議

６月13日

　①第２回定例会の運営について協議

議会運営委員会

５月10日

　①委員長、副委員長の互選

　②議会だより臨時号の発行について協

　　議

６月18日

　①議会だより第２００号の編集について

協議

議会広報編集特別委員会

６月18日

　①委員長、副委員長の互選

まちづくり・新幹線
調査特別委員会
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議 会 う ご きの

 ４月　

　１日　長万部町辞令交付式 議　長

　８日　長万部小学校入学式 各議員

　　　　長万部中学校入学式 各議員

　　　　長万部高等学校入学式 各議員

　９日　東京理科大学長万部学寮入寮式

　　　　全学懇親会　　　　　　　議　長

 ５月

　10日　第２回臨時会 全議員

　19日　Ｂ＆Ｇ海洋センター

　　　　リニューアル式典 議　長

　20日　戦没者慰霊祭 議　長

　22日　長万部商工会通常総会 議　長

　27～29日　町村議会議長・副議長研修会

　　　　　　（東京都） 副議長

　28日　渡島総合開発期成会定期総会

　　　　（函館市） 議　長

　29日　高齢者事業団定期総会 議　長

　31日　原水爆禁止国民平和大行進来庁

　　　　　　　　　　　　　　　　議　長

　31日　長万部温泉利用協同組合通常総会

　　　　　　　　　　　　　　　　議　長

 ６月

　11日　北海道町村議会議長会定期総会

　　　　（札幌市） 議　長

　25日　北海道町村議会議長会主催議員研

　　　　修会（札幌市） 全議員

　26日　長万部町議会議員研修会

　　　　（石狩市、当別町） 全議員

　29日　おしゃまんべ毛がにまつり

　　　　　　　　　　　　　　　　議　長

　
町
民
の
み
な
さ
ま
に
議
会
の
活
動
を

わ
か
り
や
す
く
お
伝
え
す
る
た
め
、
昭

和
　
年
５
月
に
創
刊
さ
れ
た
長
万
部
町

４８
「
議
会
だ
よ
り
」
が
、
こ
の
た
び
第
２

０
０
号
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
本
町
を
取
り
巻
く
環
境
は
著
し
く
変
化

し
、
ま
た
、
町
民
ニ
ー
ズ
や
価
値
観
が
多
様
化
す
る

な
か
、
議
会
の
果
た
す
役
割
は
よ
り
重
要
で
複
雑
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
、
厳

し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
る
状
況
で
、
私
ど
も
議

員
も
町
民
の
み
な
さ
ま
の
信
託
に
応
え
る
べ
く
、
そ

の
与
え
ら
れ
た
権
能
を
十
分
に
発
揮
し
、
行
政
と
と

も
に
車
の
両
輪
の
一
方
と
し
て
長
万
部
町
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
町
民
の
み
な
さ
ま
に
わ
か
り
や
す
く
愛

さ
れ
る
「
議
会
だ
よ
り
」
を
お
届
け
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
会
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報
編
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委

員

長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
﨑
    　
厚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
克
英

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
　
　
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
收
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
川
　
佳
嗣

議場のテレビ放映
役場１階ロビーで定例会、臨時会

の模様を放映しています。

お願い

議長宛ての案内などの文書は、

議会事務局へ送付ください。

次の定例会は９月です

議会を傍聴してみませんか

署名をしないで傍聴することが

できるようになりました。

この広報紙は

再生紙を使っ

ています。


